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研修報告

中央区医療介護サポートセンター便りは
年４回（４月７月１０月１月）の発行です。

各区サポートセンターの紹介やお知らせ

研修案内、活動報告等をご覧いただけま

す。ぜひ、ご活用ください。

【アドレス】 https://kobe-iks.net/

サポートセンターホームページのご案内

§第７回在宅における感染予防対策研修会§

テーマ：新型コロナウイルス感染症の最新情報と感染予防対策について
～５類感染症への移行により 対応はどう変わるのか～

令和5年5月17日（水）14時～15時20分 オンライン（Zoom）で開催。

参加者24名。

神戸市中央区保健福祉部保健福祉課 南谷千絵保健担当課長に感染

者の状況、5類移行後の神戸市の施策の方針等最新情報についてお話

いただきました。

続いて、神戸訪問看護ステーション 在宅看護専門看護師 二宮園美

所長に「これからの感染予防対策について」と題し、 「5類」に分類されても、

利用者は感染リスクが高いことに変わりはない。感染対策を緩和しながら

も、ケースバイケースで対応し、感染させないケアを継続する必要がある

こと等お話いただきました。

医療介護サポートセンターでは、医療・介護等の専門職を対象とした

在宅医療・介護に関する研修会や交流会を開催しています。

感染予防対策研修会は、継続して開催していき

ます。研修会での情報や気づきを事業所内や利

用者を支援する多職種で、共有していただけたら

幸いです。

§第４回中央区多職種連携交流会§～中央区内病院と在宅支援者の交流会～

テーマ：お互いを知ることから始めよう 医療・介護の連携と協働

令和5年6月13日（火） 14時～１5時45分 兵庫県医師会館2階大会議室

において、中央区内病院と在宅支援者の交流会を開催しました。 参加者

は70名。（病院20名、在宅等50名）

病院、訪問看護師、あんしんすこやかセンター、ケアマネジャーからの

情報提供と意見交換を行いました。会終了後は、参加者各々で名刺交換

をする等自由に交流していただきました。

アンケートでは、全員が「相互理解の機会となった」と回答。「病院地
域連携室の体制やお話が聞けてよかった」「声だけで知っていた方の
顔を直接見ることができた」「他院の情報だけでなく、ケアマネジャー、
訪問看護の情報を知れてよかった」等の意見をいただきました。

また、「現状を知ることができて貴重な機会となった」「業務に活かし
ていきたい」「コロナ禍でこのような機会がなかったのでよかった。また
参加したい」等の感想をいただきました。

多くの方にご参加いただき、ありがとうございました。直接会って、情報交換を行うことで相互を理解し、
連携をすすめていくよい機会となっています。今後も多職種、同職種の交流会を企画・開催していきます。
ぜひ、ご参加ください。

参加者アンケートでは、全員から最新情報の把握と今後の感染対策に
ついて確認することができたと回答いただき、「5類に移行したとしてもハ
イリスクな方々に関わっている事は忘れないよう再確認できた」 「感染の
リスクは隣り合わせなので、引き続き、感染予防は必要であると再確認し
た」等の意見をいただきました。



第９回中央区在宅医療・介護セミナー
テーマ：住み慣れた街で自分らしい暮らしを続けるために

～知っていますか？在宅で受けられる医療～

日時：令和5年10月14日（土）14時～16時 場所：神戸市医師会館4階大ホール

内容：第１部 講演  第２部 シンポジウム

編集後記：暑中お見舞い申し上げます。日ごとに強くなる日差しに日傘がてばなせません。今年も暑くなりそうですね。体に気を付けて、夏を乗り切りましょう‼

新型コロナウイルス感染症に関する情報

令和5年5月8日より、新型コロナウイルス感染症の感染症法の位置づけが「5類感染症」に変更されました。変更に伴

い、法律に基づく行動制限や濃厚接触者としての特定はなくなりましたが、利用者等重症化リスクの高い方への感染を

防ぐために基本的な感染予防対策は継続していく必要があります。以下、神戸市ホームページ「新型コロナウイルスの

基礎知識」から抜粋しています。

１．マスクを着用する場面

詳細が決まりましたら、広報

をさせていただきます。

医療介護サポートセンターの具体的な機能と
役割についてお伝えします。

医療介護サポートセンターって？   

医療機関や訪問看護ステーション、訪問診療医、
往診医などの紹介や在宅医療・介護の連携に関
する相談を受けています。

地域の医療、介護の関係者の連携を推進するため、
お互いの業務の現状を知り、顔が見える関係づくりを
目的とした、多職種連携会議を開催します。

また、医療・介護等の専門職を対象とした、在宅医療・
介護に関する研修会を開催します。

多職種連携の推進   

医療、介護の関係者からの在宅医療に関する相談に
対して、コーディネーターが必要な情報提供や支援・
調整を行います。

市民を対象に、在宅医療・介護への理解を深めること
を目的とした講演会などを開催します。

17団体の代表メンバーから構成される中央区在宅医
療・介護連携推進協議会を開催しています。

多職種の相互理解を深め、切れ
目のない連携やスムーズな情報
共有を進めていくために研修会
や交流会を開催しています。

第9回中央区在宅医療・介護
セミナーを開催します。

お知らせ   

基本的な感染症対策について

マスク着用が効果的な場面や症状がある場合等においては、不織布マスクの着用が推奨されます。
＜マスク着用が効果的な場面＞
・医療機関受診時
・高齢者等重症化リスクが高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設等の訪問時
・通勤ラッシュ時等混雑した電車やバスに乗車する時

２．感染予防のための手洗い

流水と石けんでの手洗い、手洗いがすぐにできない状況では、アルコール消毒液（濃度70％～95％の
エタノール）も有効です。

３．感染予防のための換気

季節を問わず、新型コロナウイルス対策には、こまめな換気が重要です。
＜夏場における換気の留意点＞
夏場は熱中症対策が重要です。室内での熱中症予防のためには、エアコンや扇風機を活用することが重要
です。エアコン使用中に窓を開けると一時的に室温が高くなってしまいます。夏場は、新型コロナウイルス対
策より、熱中症対策を優先して換気の工夫をお勧めします。

在宅医療に関する相談窓口   

地域住民への普及啓発   

下記、お知らせ
です。

センター便り「研修
報告」にあるような
研修会や交流会
です。ぜひ、ご参
加ください！
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